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	報 告 者 氏 名
	高山　貴美子

	大 会 名
	IODA WORLD SAILING CHAMPIONSHIP 2010

	開 催 地
	Langkawi, MALAYSIA

	大 会 期 間
	December 28, 2010 to January 08, 2011


	開催地域の

様子
	日本の昭和のような雰囲気で　のんびりした雰囲気でした。

気候が快適で　過ごしやすかったです。　

	宿泊場所
	われわれサポータは　ハーバーとオフィシャルホテルの中間地点にある
コンドミニアムに宿泊しましたが、広く、場所もハーバーに近かったので　選手の休憩地点や荷物置き場にもなって便利でした。

	大会のサポーターへの対応は
	みなさん　フレンドリーで親切にしていただきました。
インターネット環境が悪かったのが残念でした。

	選手たちの

 コンディションは？


	時差が少なかったのと　快適な温度で　大会中を通じて　全員元気にしていました。
食事が　辛すぎて食べれないことがあったのと　野菜類が少なかったので　食事に関しては　選手が欲求不満だったかもしれません。

	サポーターとして気をつけたことは？


	選手の体調、精神的におちついているか、に　気を配りました。
なにか、食べやすいものがないか、探しました。



	海外の選手を見て感じたことは？


	今まで参加させてもらった　北米大会、ヨーロッパ大会に比べて　選手がとても落ち着いているように感じました。さすがに最高峰の大会に臨んでいると　感じました。
しかしながら、大会を楽しんでいるとおもいました。

	日本の選手を見て感じたことは？


	本当にシャイだなあ、と　思いました。また、積極性に欠けるところがあるな、と思います。

	Spare dayの過ごし方は？


	チームレースに負けたので　2日間スペアディがありましたが　一日は　選手の気分転換に観光にいき、リフレッシュし、2日目は　それぞれ選手に任せていました。
練習をする選手もいたし、観光、ショッピングを楽しんだ選手もいましたが　ちょうどおなかを壊した選手もいて、タイミング的には　体と心が休められてよかったと思いました。

	日本チームとして

の課題


	ナショナルチーム合宿から　選手間のコミュニケーションが少なく、男女が非協力的だったのが　とても残念でした。
チームの一員であることの自覚が必要だと思いました。

	ＪＯＤＡへの要望
	コーチの決定が遅かったので　各所でスムーズにいかないことがあったのが　残念でしたが、すばらしいコーチにめぐり合えて　感謝しています。今後も　専門のコーチをつけていただくことで　選手の将来にすばらしい影響があると思います。

	その他

　
	JODAみなさまのご尽力により、大会に参加させていただき感謝申し上げます。岡田選手の歴史的な成績に立ちあえたことは感動的でした。達矢は成績を残せませんでしたが　今後の目標ができました。OPにめぐり合えて豊かな人生が始まったと思います。これまでありがとうございました。


ご協力ありがとうございました　　　　　　　　　ＪＯＤＡ海外派遣委員会

